
（別紙３）

〜 令和7年3⽉12⽇

（対象者数） 27名 （回答者数） 7名

〜 令和7年2⽉28⽇

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別の理解や、⽀援の視点を深めていく
⽇々の実践と知識の収集

2

他の⽀援者をねぎらう気持ちを持ちながら、更にコミュケー
ションを図っていくための取り組み(他店舗との協働など)

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的な保護者会の実施

2

3

○事業所名 学齢期療育相談・⽀援事業所いーずIII

○保護者評価実施期間 令和7年3⽉3⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年2⽉19⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3⽉22⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者支援 保護者の声に耳を傾け、日々の子どもとの関わりを共有して
い
く事は⼼掛けているが、保護者同⼠で交流を図る場の提供が
出来ていない。

質の高いサービスの提供 施設内外での研修会の実施・参加
法⼈内図書を利⽤しての書籍からの新しい知識の獲得

チーム支援 朝礼での支援の振り返り
⽀援計画会議での意⾒交換
普段からのコミュニケーションを図る

事業所における自己評価総括表公表


